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Ⅴ．特記事項 

1．国際交流活動 

 埼玉医科大学国際交流センター（国際交流センター）は、本学と諸外国との学術、文化、

教育、研究、診療等に関する交流を支援・推進することを目的とした学長直下の組織であ

る。教職員から構成される国際交流センター委員会が「学生相互交換留学制度」「春季語学

研修制度」「教員短期留学制度」などの事業を統括している。 

 より高度な卒前医学教育を目的とした「学生相互交換留学制度」は、26 年目を迎え、本

学の特色あるプログラムとして広く知られている。海外提携校 10 施設と双方向性に１か

月間の医学生の交換留学を行い、本制度を利用した留学生総数は 939 名を数える（令和 2

（2020）年度終了時）。平成 18(2006)年度より開始した「春季語学研修制度」は、医学部・

保健医療学部学生の医療に関連した英語能力を高めることを目的として行われており、

ホームステイ・語学研修中に病院・福祉施設見学、地元学生との交流など多彩なプログラ

ムを提供している。平成 21(2009)年度に開始した「教員短期留学制度」では毎年最大 5 名

を在職のまま派遣している。この制度は教育、研究、診療において教員の国際的視点での

文化的、社会的な理解を深め、本学に貢献する人材の育成を目的としている。 

 この他にも海外の医科大学・研究機関などと MOU(Memorandum of Understanding)を

締結し医学生の受け入れなど活発な交流を行っている。また、国際的素養と英語力の増進

を目的とした課外学習プログラム「English Café」、ニュースレター「IETC(International 

Education and Training Center) NEWS」の定期刊行などを行っている。 

 今後、国際貢献を含め、国際化の必要度が増すことが予想され、全学的視野に立った制

度の整備を更に進めて行く方針である。 

2．日本の Mayo Clinic を目指す会 

本学が日本の Mayo Clinic を目指すこととなったのは、平成 23(2011)年の新年拝賀式に

おいて、当時の丸木清浩理事長が創立 40 周年を迎えるに当たって、“メイヨーを目指す日

本の唯一の大学として、埼玉医科大学を医療の本質、原点を踏まえた誇りある大学にしよ

う”と宣言したことに始まる。その宣言に従って、学内に設けられた「日本の Mayo Clinic

を目指す会」（委員長：理事長）が中心となって、年 3 回、都合 17 回の全体会議を行い、

①アメリカの Mayo Clinic が、“患者のニーズを最優先する”ことに倣って、「患者中心主

義」を本学の医療の原点とする、②“Your Happiness Is Our Happiness”のミッションの

下に、組織を誇りあるものにすることを共通理念とした。その後、第 18 回からは、全学的

SD(Staff Development)として、医師、看護師、メディカルスタッフなどの医療関係者だけ

でなく、研究者、事務職や大学、病院で働くボランティア、取引業者など、本学で働く全

ての者が大学の運営に必要な知識・技能を身につけ、能力・資質を向上させ、結果として

「患者中心」の医療を行い、“Your Happiness Is Our Happiness”を達成するために、年 2

回、これまで合計 23 回全体集会を開催し、毎回 400 名前後が参加している。また、参加

できなかった教職員のために、学内の配信システムで随時視ることができるようになって

おり、全学が一丸となって誇りある組織にすべく努力している。その中で、①診療だけで

なく、研究も教育も「患者中心主義」という同じ目標に向って行動する、②目標を実現す

るためには、チーム医療が大切であり、組織に属する全ての職種が共通の目標に向かって

進むべきであるとの基本的認識で活動をしている。 


